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令和 8年  2月  20 日

長浜市議会議長 伊藤 喜久雄 様

長浜市議会議員  竹

私が出席した次の行政視察の結果について報告しま現

視察等名  令和 7年度会派新しい風行政視察研修
視察期間  令和 8年 2月 16日 (月 )～ 2月 18日 (水 )
視察場所及び目的

鹿児島県鹿児島市

◎鹿児島市南部清掃工場

②鹿児島市立天文館図書館

鹿児島県南九州市

③知覧武家屋敷管理組合

鹿児島県指宿市

④九州電力山川発電所展示室

4.調査内容感想等
。視察の目的

①鹿児島市南部清掃工場については、長浜市の湖北広域事務センターとの比

較対象をした _卜で、活用できるチ画日、事業、制度 石汗修 目的 とした。

行 政 視 察 報 告 書

記

１

２

３

の廟 児島 十芙マ舘 図書館 に つ 夕ヵ緯′llア十狩持 ム合 わせ た 書館 てヽ、ヽ紆い て

実の図書館イ メージを恋 亥た面期的淡取 り組みを石汗修 日的 と 1ッ たハ

屋敷管チI甲細平半につ ヤゝては、岳溢市の小谷坊免戦⑥知覧
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構想 に ナFる ヒントとなるべ 事赤丙んゞないかを研修 目的 としたハ

④九州電力山川発電所展示室については地熱を利用した発電の活用につい【

を 目 としたハ

・視察内容

腐児島 報清掃 下_場は 2年 1 日に稼龍畑ッた 国内初の「ごみ 去□・ バ イ

オガス化 脊 摘 譜 1と して、 牛 ゴ ミア,ゝ 元バ イオ ス

`著

【市 ガス原 Ⅲ 力製浩

し、かつ高効率発電を行う再生可能エネルギー活用型の最新鋭施設として稼働

してヤゝるぉ と 1ンては、 国内初のバイオガス・都市ガス原 :生 ゴミを

紘式 メタン 隧 済せ、繕梨 1ッ た メタ ン ス 狩、隣繕 す る 本ガスの工場へ都市

ガス原料 として供給する。

・梅合処 流譜 :嫌却流 設 日 畳 220 イオガ ス化流設 ( 日進議60トトン)と バ

ン)を し、可燃ゴミや を効率的に夕九)甲す る

・公設民 民F日日技術 を活用 し、 ・建設 。運営 までを一括してグリー

ンパーク鹿児 んゞキ且当′している。

。高効率発電と熱利用 :焼却時の熱で高効率な発電を行い、余剰電力を売電す

る。

鹿児島市立天文館図書館では「みんなをつなく
｀
図書館_1と して、多様なつな

が リギー'新 ′▲ヽ価イl盲の創造・
オ〆日指す″コンセ プ トに 期子で薬 とッめ るワー

ク シ ョップや太の妹サ1オ/侯 亥るビブリオバ トアレ潅 ど力↑期 的 に イ凛
いされてい

るハ年 中 ドリンク持ち み冶 ど経来の の概徐 を変えた り細みな

どもなさ ヤあるハ

直家屋敷管理組合については江戸時代の武家屋敷の伝統の保存や活用に苦慮

されている部分などを詳 しく聞き、維持する困難さや行政の補助の限界、さら

に高齢化による後継者不足の問題など、数多 くの難問に対処 しなければならな

い課題が大 きな となっているハ

・職人不足 と技術継承 :伝統的な建築技法を持つ若手職人が不足 していて修理

が出来ない。

・空き家化 と管理不全 :人口減少、高齢化による維持管理が出来ない物件の増

力日して彰ゝる ハ

長 浜 市 議 会
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・現代的な生活 との不一致 :江戸時代の住宅 と現代の住宅 との適応が生活の快

適性を求める現代 とは合わない、また不便が伴 う。

・ 厳 しい規 :伝締韓錬地 灰では律物 外観 力亦百す ることや、 敵築、解体

に厳 しヤゝ常^‖ が か すられ、所有者の自由ナェゝ活用が紡ばられるケースがスる^

・用途転用の制約 :文化財的な価値を守るため6店舗や宿泊施設などへの転用

が難 しい場合わゞ泌り、持締可能なモデルの確率が課題である^

九州電力山川発電所は地熱であたためられた蒸気を利用した再生可能エネル

ギーで、天 や、 尽 葎 隠 元ず24時 R∩月日紫 常 iン て 大 雷 力 機 給 で 芦 るに

「ベース ロ― ド雷源で、環靖雹荷が著 ぐ祇 く、初期 奢 用 はかか が ^熱アkの悪

業ハ ウス禾[1用ナだどに活用できるテFどのメリットギゝある^

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

廟 輛島市 部潜濡 T揚 の耳▽り絹 み と J防
"で

子H'事務 セ ン ターの政 め糸日み ↓デk瑞誓彗

事業 を開始 主う〉 iッて るゝ ところは i!であるが、 ガス供給 はた芦れてい′Fヤ

い^流設の |こ つ いては 1地域 内で 循環藩結がで 斉る長浜の古 が生准 的で

はあると感じた。

鹿児島市立天文館図書館は規模が大きく、長浜市と比較するには無理がある

ヤゝ ヤ:】 エ

雄市 と同様の仕組みがなされていた∩

武家屋敷管理組合の職員さんの説明は本当に丁寧で詳 しく、現状分析も的確

であった と i!力 ^細斗 ガ/ド ギゝ莱 ねて 流 先れて セ てゝ、説 明の深 パとこ警か され

ました。何の説明もなければ、ただ歩いて通 り過ぎ去って終わりだが、武家屋

敷の成 り立 か ら、武家 としての心谷、誇 り、主宍への点誠、 への好着、

庭へのこだわ りなど、さまぎまな形がかもしだす情景は壮大なものであり、観

光ガイ ドの必 冷強 く感 じた ^

た くさんの課題がある現在、地域だけでは保存は難 しく、国、県からの支援が

必要 と思われる。小谷城戦国体験 ミュージアムにもこのような認識が必要 と鼈

測されるのではないか。

1率雷所は加熱 を活用 して の ェネルギー供給 は、

ア
」

九州電力
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供給事業だけであり、やや活用が乏しいと思う6農業が盛んな地域である事を

考慮す る ハ ウ ス 裁培 凌 どの事 業 矛 ギゝ つ と,曽や すべ 斉であ め、昼浜 に 渚 てゝヤ

も、売 だ tすではな く、農婆輔講処に ギゝ撃 カゞ る焔笛 力すべ き と ,:i,こ iフ た
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